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音 更 町 



 

会議次第                                                                              
 

 

１ 委員長あいさつ 

 

２ 町長あいさつ 

 

３ 議事 

 

報告第１号  平成３１年交通規制要望について 

 

議案第１号  公安委員会への交通規制要望のあり方について 

① 交通規制要望のあり方について 

 ② 交通規制要望の順位付けについて 

 

  



報告第１号 

平成３１年交通規制要望について 

 

平成 31 年 1 月 25 日小野信次町長、藤川幸二交通安全協会長より

小西忠人帯広警察署長に、２６９箇所についての交通規制要望書を提

出しました。 

帯広警察署は、木下清人交通官、高木健康交通第一課長が同席い

たしました。 

 

    

 



うち うち

継続 新規

定 周 期 式 27 27 0

押しボタン式 17 17 0

一 灯 式 0 0 0

44 44 0

40 39 1 新規要望 1箇所

30 30 0

3 3 0

2 2 0

139 139 0

11 11 0

269 268 1

平成31年　交通規制要望箇所数

合　　　　　計

駐　車　禁　止

はみ出し禁止

横　断　歩　道

速　度　規　制

そ　　の　　他

同交差点は変則交差点となっているが、西側のみ一時停止標識があり危険であっ
た。

　鈴蘭通（北４線）の30km規制標識の増設及びサイズ変更　（箇所図③）

設置箇所８箇所から１１箇所へ３箇所の増、うち６箇所を小型サイズ（直径
30cm）から標準サイズ（直径60cm）へ変更しました。
（要望書には記載していない事項）

　平成３０年に設置された事項

要望事項 箇所数 備　　　考

信号機

小　　　計

一　時　停　止

　音更町北鈴蘭南１丁目３番地先　（箇所図①）

　音更町木野西通１４丁目１３番地先　（箇所図②）

一時停止の標識が電柱にあるが、停止線から離れており、車が停止線で止まらな
いため、停止線の位置に標識を設置するよう要望していたもの。



平成３０年に設置された箇所図

一時停止標識設置

（箇所図 ②）

一時停止標識移設

（箇所図 ①）



交  通  規  制  要  望  に  対  す  る  設  置  件　数

要 望
件 数

設 置
件 数

要 望
件 数

設 置
件 数

要 望
件 数

設 置
件 数

要 望
件 数

設 置
件 数

要 望
件 数

設 置
件 数

要 望
件 数

設 置
件 数

要 望
件 数

設 置
件 数

要 望
件 数

設 置
件 数

要 望
件 数

設 置
件 数

要 望
件 数

設 置
件 数

要 望
件 数

設 置
件 数

要 望
件 数

設 置
件 数

定 周 式 21 23 2 26 29 29 30 29 28 28 1 28 27 27 －

押 し ボ タ ン 式 7 1 6 2 8 ※　　1 7 8 8 11 11 12 13 17 － 17 －

一 灯 式 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0 － 0 －

小 計 31 1 32 4 37 1 39 0 40 0 41 0 43 0 42 0 43 1 44 0 44 － 44 －

27 30 31 31 32 35 34 35 38 1 37 39 － 40 －

28 2 27 28 28 29 30 30 30 30 30 30 － 30 －

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 － 3 －

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 － 2 －

－ －

76 77 105 118 139 139 137 141 ※　　４ 143 2 137 140 － 139 －

－ －

1 2 2 5 7 7 2 7 　　 7 9 1 10 12 － 11 －

136 2 140 0 170 0 186 0 211 0 215 2 212 0 217 0 224 4 218 0 226 － 225 －

167 3 172 4 207 1 225 0 251 0 256 0 255 0 259 0 267 5 262 0 270 － 269 －

※平成２２年設置の押しボタン式信号機は町からの要望外の位置に設置

※平成２７年設置の一時停止標識は、道路新設に伴う設置　　　　　　　

※平成２９年の一時停止標識の要望件数が減少しているのは、設置月日は不明ですが要望箇所に一時停止標識の設置が確認されたため。

平 成 31 年

横 断 歩 道

平 成 30 年平 成 28 年平 成 26 年 平 成 27 年平 成 24 年 平 成 25 年平 成 23 年平 成 20 年要 望 年

速 度 規 制

要 望 事 項

車両通行帯の設置
（進路方向進行区分
及び進路変更禁止）

一 時 停 止

一時停止規制標識等
大型化（ｵｰﾊﾞｰﾊﾝｸﾞ）

平 成 29 年

信
　
号
　
機

小 計

平 成 21 年

合 計

は み 出 し 禁 止

平 成 22 年

そ の 他

駐 車 禁 止

追 越 禁 止



議案第１号 

  公安委員会への交通規制要望のあり方について 

 

① 交通規制要望のあり方について 

町内会等からの交通規制要望を１２月末でとりまとめて、毎年 

１月に帯広警察署に提出しています。 

毎年数多くの交通規制要望を提出していますが、道内における信

号機の新設については、例年４、５箇所の設置となっています。 

信号機の新設数が少ない状況を考えると、信号機の移設要望につ

いても検討する必要があると考えます。 

信号機の移設のためには、 

① 使用されていない信号機の把握 

② 移設元となる町内会や学校の承諾 

③ 町内での移設が可能か（移設については管内に限らず、道内

を含めた調整になる。） 

などの多くの課題があります。 

 

横断歩道の新設については、押しボタン式信号機とのセットが

“原則”であります。 

押しボタン式信号機のない横断歩道では、歩行者が横断歩道があ

ることの安心感から、安全確認を怠たり交通事故が増える可能性が

あるためです。 

また、道路の幅員（道路幅が狭い）や交通量（交通量が少ない）

においては横断歩道のみの設置もあります。 

 



よって、押しボタン式信号機とのセットでの設置が原則というこ

とで、横断歩道の新設も厳しい状況となっています。 

 

一時停止標識については、今は規制強化よりも、規制を緩和する

方針に変わってきており、公安委員会ではＴ字路交差点や優先道路

がはっきりしている交差点等への一時停止標識は、新設しない方針

とお聴きしております。 

 

農村部等の交差点で設置されている一灯式の信号機につきまし

ては、メーカーの製造が既に中止されており、保守部品もなくなっ

てきている状況で、公安員会ではＴ字交差点や優先道路がはっきり

している交差点や故障で修理ができない箇所では、廃止の方向で進

んでいるとお聴きしております。 

 

   まちづくり懇談会等での主な発言 

・町で順番付けをしたうえで、要望すべきではないか。 

・交通規制要望しても、この３年間全く実施されていない実態を町

はどのように考えるか。 

・町内会などと一丸となって、公安委員会や北海道に直接要請活動

を行ってはどうか。 

・地域の子どもたちが安全に登校できるよう、幹線道路がスムーズ

に流れるよう交通規制のあり方が問われていると思う。 

・要望書を提出する段階で、町としてここは優先的に設置すべきと

いうような要望をしているのか。 

 



・推進委員会などに諮り、町として早急に整備すべき路線等を明示

して、具体的な折衝を行っていくべきではないか。 

・北海道に予算がないのが原因であるので、交通規制に対する予算

確保を要望すべきではないか。 

 

② 交通規制要望の順位付けについて 

町としましては、皆様からいただいた要望には、順位は付けら

れないと考えていますが、 

・順位付けのメリット 

町の要望事項の優先順位が明確化し、公安員会に対して町の

要望の優先度をはっきりと示すことができる。 

・順位付けのデメリット 

要望の公平性が保たれるか。 

誰が何を基準に順位付けをするのか。 

    ・交通規制は公安員会の決定事項であるため、町が順位付けして

もそのとおりにならない可能性が高い。 

 

北海道内での新規の信号機設置の箇所数が例年４、５箇所とな

っていることを勘案すると、ハード面での規制を行うことも大切

であるとは考えますが、交通安全に関する「啓蒙」や「啓発」な

どのソフト面から安全に対する活動も、今後はさらに重要ではな

いかと考えます。 



信号機の設置基準

　　　この限りではない。

　　　代替ができないと認められること。

　　ウ　主道路の自動車等往復交通量が最大となる１時間の主道路の自動車等往復交通量が

　　　れ違うために必要な車道の幅員が確保できること。

　　　歩行者の横断がない場所については、この限りではない。

　　　原則として300台以上であること。

　　エ　隣接する信号機との距離が原則として150メートル以上離れていること。ただし、信

　　　号灯器を誤認するおそれがなく、交通の円滑に支障を及ぼさないと認められる場合は、

　　オ　交通の安全と円滑に支障を及ぼさず、かつ、自動車等の運転者及び歩行者が信号灯器

　　　を良好に視認できるように信号柱を設置できること。ただし、信号柱を設置せずに、

　　　自動車等の運転者及び歩行者が信号灯器を良好に視認できる場合は、この限りではない。

　　ウ　主道路と従道路の関係から、信号機を設置しなければ円滑な交通を確保できない場合。

（２）信号機の設置のための択一条件

　　ア　信号機を設置しようとする場所又はその付近において、信号機の設置により抑止する

　　　ことができたと考えられる人身事故が信号機の設置を検討する前の1年間に２件以上発生　

　　　しており、かつ、交差点の形状、視認性、車両の速度、当該場所における物損事故の件

　　　数等から事故発生原因を調査・分析した結果、交通の安全の確保のため、他の対策により

　　イ　小中学校（特別支援学校の小中学部を含む。）、幼稚園、幼保連携型認定こども園、　

　　　保育所、児童公園、病院、養護老人ホーム等の付近において、生徒、児童、幼児、身体

　　　障害者、高齢者等の交通の安全を特に確保する必要があること。

信号機の設置の条件

　信号機を設置する場合は、設置のための必要条件が５つあります。また、採択条件として

４つのうちいずれかの条件に該当することが条件です。

（１）信号機の設置のための必要条件

　　ア　一方通行の場合を除き、赤信号で停止している自動車等の側方を自動車等が安全にす

　　イ　歩行者が安全に横断待ちをするために必要な滞留場所を確保できること。ただし、



　　　交通量が多いため、歩行者が容易に横断することができない場合であって、直近に立体

　　信号機が設置されていない交差点については、原則として車道幅員がおおむね3.5メートル

　以上で、次のいずれかに該当する場所に横断歩道を設置するものとなっています。

　（１）交通量及び横断歩行者が多く、歩行者の安全を確保する必要がある場所

　（２）沿道に多数の人が利用する商店、公共施設等がある場所

　（３）駅、学校等に通じる場所、バス停留所付近等特に必要な場所

　　横断歩道とは、歩行者が道路を安全に横断するため、道路上に示された区域のことです。

　　横断歩道は、上記のとおり、押しボタン式信号機とセットでの設置が原則です。

　　エ　歩行者の横断の需要が多いと認められ、かつ、横断しようとする道路の自動車等往復

　　　横断施設がないこと。

　　押しボタン式信号機とは、歩行者が押しボタンを押すことにより、歩行者信号を青にする

　信号処理方法です。

　　公安委員会では、横断歩道と押しボタン式信号機は“原則”セットでの設置と考えています。

　　ただし、セットでの設置は原則でありますので、道路の幅員（道路幅が狭い）や交通量

　（交通量が少ない）等においては、横断歩道のみの設置もあります。

押しボタン式信号機

　　　　　　　　　　　　　　　　　　横　　断　　歩　　道

　　これは、押しボタン式信号機のない横断歩道では、歩行者が横断歩道があることの安心感

　から、安全確認をおこたり交通事故が増える可能性があるためです。


